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うたい掛ける者とうたい掛けられる者
一一壮族の人生儀礼におけるったの掛け合いとその規範一一
手塚恵子
1 はじめに
中華人民共和国広西壮族自治区の武鳴県東部に居住する壮族1)は，彼ら
の行う儀礼のなかで， 各々儀礼の持つ意味づけに即して iniemh2) (とな
える)J，idiuq (歌いながら舞う)J， igangj (語る)J，iguh (うたう)Jと
称される四種類の言語表現を使い分けている。
本稿で扱う言語表現 iguhJとは， うたを編む， うたをうたうといった
意味で用いられている。ここでいううたとは，壮族独自の歌謡様式を持つ
歌謡のことを指し，それ以外の歌をうたう際には，漢語「唱 (chang)Jに
由来する iciengqJを用いる。 iguh(うたう)Jという言語表現を用いる
儀礼には，春期もしくは秋期に行われるうたを掛け合う祭である「歌櫨3)J 
と，結婚あるいは死者を弔うのに際して行われる儀礼などがある。武鳴県
東部に居住する壮族であれば，これらの儀礼の折には，上手下手はあった
としても iguh(うたう)Jという言語表現ができることが期待されるので
ある。
とはし、え，彼らは誰とでもうたを掛け合うわけではない。彼らがうたを
掛け合う際の，うたう/うたわない，という選択の仕方には，個人の好み
を超えたある種の規範がみられるのである。本稿では彼らが iguh(うた
う)J という言語表現を用いる儀礼のなかでも最もその規範性が強〈現れ
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る，結婚および死者を弔うのに際して行われる儀礼を例にとって，彼らの，
うたう/うたわなし、，という選択の仕方を叙述し，あわせて彼らにとって
iguh (うたう)Jという言語表現は如何なるものであるのか，を考えてみ
たい。
2 武鳴県東部の概要
武鳴県は広西壮族自治区の省都，南寧市に隣接する県である。人口は，
1984年度で約570，000人。民族構成は壮族がその総人口の85.86%を占めて
おり，それに漢族がついでいるが，漢族の多くは県あるいは各郷の中心地，
もしくは帰国した華僑のために用意された定住地である華備農場に集中し
ているので，その他の地域では壮族のみで構成された村落が多数を占めて
し、る。
武鳴県東部とは，この武鳴県の東部に位置する陸斡鎮，羅波郷，馬頭郷，
両江郷の4郷と城廟郷の一部地域のことを指す。これらの地域は，その総
戸数に占める農家の割合が96%を超えており，水稲栽培を中心とする農村
地帯となっている。
さて東部のこれら 4郷は，それぞれ24，16， 35， 15の行政村を含んでい
るが，この各行政村は，さらに複数の伝統的村落を含んでいる。またその
各伝統的村落は，複数の自然村より構成されている。
ところで武鳴県東部の壮族は，男性がその妻を迎えると親の家から分家
していき夫婦家族的形態をとるので，各家の規模は比較的小さい。自然村
内では，これらの家々が連なって立ち並び，他の自然村とは，田畑で区切
られている。一方自然村内では父系のリニージである「宗族」を同じくす
る者あるいはその下位の分節集団である「房」を同じくする者が集中して
居住する傾向がある。
また彼らは「宗族」あるいは「房」毎に各々の男性成員を記載していく
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「家譜j，その祖先祭杷を行うための建物である「澗堂j，あるいはその祭
組を支えるための不動産や動産を以前は所有していたとされるが，これら
全てを持つリニージは少なく，多くの場合はこの内のし 2を持つに過ぎ
ない。
本稿で主に扱うのは，羅波郷に属する天馬村に属する伝統的村落のひと
つである壮族の村，露村と，陸斡鎮に属する橋北村のそれの九十冬村であ
る。語村も九十冬村も民国期にはそれぞれひとつの行政村であった。武鳴
県東部の人々が「村」について言及する場合の「村」という単位は，現在
の行政村を指すことよりも伝統的村落(与民国期の行政村)であることが
多いので，以下の本稿で「村」という場合も，それに準じて伝統的村落を
指すことにする。
3 結婚儀礼とそのうたの掛け合い
武鳴県東部の壮族の人々は，その人生のうちで二度大きな節目を迎える。
結婚に際して行われる儀礼，死去に際して行われる儀礼がそれに相当する。
これらの人生の節目に際して，彼らはその父系リニージの成員， 1.親戚j4>，
知己を招いて各儀礼を執り行うのだが，その儀礼の場で欠かせないのがう
たの掛け合いである。無論武鳴県東部の壮族の村落に居住する全ての人々
が，無条件にその儀礼の場でうたの掛け合いを行えるわけではなく，後述
するようにその儀礼においてうたの掛け合いが許されるカテゴリーに，そ
の儀礼を迎える当人が含まれていること，さらに中国共産党の政権下とな
ってからは，時の政府の政策でうたを掛け合うことが許容されていること，
が各儀礼の際にうたが掛け合わされるための前提条件である。
3-1 単姓村の場合
諌村は，賓陽県からやって来た語福海を始祖とする，父系のリニージで
うたい掛ける者とうたい掛けられる者 5 
構成されている戸数154戸の村である。 この諌村の謹姓のリニージは， 賓
陽県にその本拠地を持つ誇姓のリニージの一部分を構成する分節集団にあ
たるが，語村の内部でも，dらに三個の分節集団「房」に分かれている。
表1 霞村における結婚の儀礼とそのうたの掛け合い
同|姓名|結婚した年|抑制|撒け合い|その理由
1 I 1ー949年 l 開 I 0 I 
2 I語B1 19畔 l 開 l 。
3 1前 1953年|開| 。
4 1語D1 19畔|襲警| × 
5 I語E1 1969年 | 空襲詩 1 × 
1 61爵FI 1975年|禁罪[ × 
表1は，この諌村で， 1949年から1975年の闘で行われた結婚の儀礼と，
その儀礼の場で行われたうたの掛け合いについて記述したものである。
さてこの表1に挙げた 6例のうち諌D，語E，語Fの3例が， うたの掛
け合いを行っていなし、。その理由を挙げると，
1962年に結婚した語Dが，うたの掛け合いを行わなかったのは， 1961年
から1963年まで，中華人民共和国でおこった全国的な物質の欠乏のとそれ
にともなった節約運動のためであり，
1969年に結婚した露Eおよび1975年に結婚した語Fが， うたの掛け合い
を行わなかったのは， 1965年に始まった 「文化大革命」 のためである。
「文化大革命」の間，封建的な遺物として各種の慣習が批判の対象とされ
たが， うたの掛け合いもそのひとつとして攻撃の対象とされた。 1976年に
「文化大革命」は一応収束したが，中国政府が公式の戸明をだし，うたを
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掛け合うことの意義を認めたのが， 1979年叱 広西壮族自治区政府が，う
たを掛け合うことを壮族の持つ美風として推奨しはじめたのは， 1984年7)
のことである。武鳴県の各村落においても1965年から1979年の聞は， う
たを掛け合えば， 即殺害や批判の対象となりかねなかった， という。彼
らが安心してうたの掛け合いができるようになったのは， 1986年からであ
る。
一方，時の政府の政策に干渉されなかった語A，聾B，語Cの3例は，
その結婚の儀礼でうたを掛け合っている。
1953年に結婚した聾Cを例にとって，その結婚の儀礼とうたの掛け合い
について記述しよう。
諌Cは， 1956年に羅波郷欧張村から妻を迎えた。この日の昼過ぎより諌
C家では， 誇村の謂姓リユージの分節のひとつである 「第1房」 の成員
や，婚出していった彼の姉妹，あるいは彼の母の生家の者が訪れ宴が始ま
った。この宴が一段落すると語Cは，花嫁を迎えるため，曹村の彼と同年
代の男性の友らを引き連れて欧張付へ出かけた。欧張村でも同じように宴
がたけなわであったが，聾Cが到着すると花嫁の弟に椅子やベッド等の花
嫁道具を担がせ，さらに花嫁の姉妹や欧張村の娘達をつけて，花嫁を送り
出した。曹Cと花嫁達が諌村に戻って来ると，結婚の儀式が行われ，続い
て再び宴がはられる。昼間に聾Cの家で行われていた宴に招かれていた人
たちに加えて，語村の「第1房」以外の誇姓に属する男性達が自発的に集
まって来る。これから花嫁に従ってやって来た欧張村の娘達(これを「陪
娘」という。) とうたの鋳け合いが始まるのである。花嫁側ではあらかじ
めこのことを予測して，うたの上手な女性を「陪娘」に入れておく。この
欧張村の「陪娘」と，聾村の男性達は明け方までうたを交わしあった，と
いう。
この事例でうたを掛け合っているのは，新郎の居住する諌村の諌姓の男
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性達と，花嫁に従ってやって来た欧張村の欧姓および張姓のリニージの娘
達である。
1949年に結婚した語Aと1952年に結婚した諌Bの事例でも，それぞれそ
の花嫁に従ってやって来た「陪娘」と，語村のま軍姓の男性達がうたを掛け
合っている。
ところで誇Aから誇Fの事例がすべて諌姓以外の女性と結婚しているこ
とが示すように，語姓はそのリニージ内部で通婚しない。語村は語姓のリ
ニージのみで構成されている単姓村であるから，結婚の儀礼におけるうた
の掛け合いも諌村と諌村が通婚する村の間で行われ，語村内部では行われ
ないといえるだろう。
3-2 雑姓村の場合
九十冬村は山東省出身の李廷宝を始祖とする父系のリニージである李姓
と，福健省を経て南京直隷州からやって来た黄道院を始祖とする父系のリ
ニージである黄姓から構成されている， 戸数201戸の村である。 このうち
黄姓のリニージは，九十冬村の内部で，二個の分節集団(房)に分かれて
いる。また李姓のリニージは，上林県および武鳴県軍李村の李姓のリニー
ジと共に「上位リニージ (higher-orderlineage)8)Jを形成している。九十
冬村の李姓と黄姓は，それぞれのリニージ内部では通婚しないが，李姓と
寅姓のリニージの間では，通婚している。
表2は，この九十冬村で1945年から1987年の聞で行われた結婚の儀礼と，
その儀礼の場で行われたうたの掛け合いについて記述したものである。
この表21こ挙げた6例のうち，李H，李1，寅J，寅Lの4例が， うたの
掛け合いを行っている。この 4例の結婚の儀礼とその儀礼の場で行われた
うたの掛け合いの様子は，ほぽ前述した諌Cと同様であるが，新郎側のう
たい手が，諌Cの事例とは異なっている。例えば，
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表2 九十冬柑における結婚の儀礼とそのうたの掛け合い
巾名|結婚した年|妻の出身地|撒け合い|何由
陵斡鎮 l lEE投合章
7 1李GI 19必年 | 九十冬村 I x I :;j事占害示
〔黄姓) I I ;をしない
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12 1李LI 1987年 陸斡鎮人和村 。
1949年に結婚した李Iは，その妻を陸斡鎮直軍村から迎えた。彼らの結
婚の儀礼の場でうたを掛け合ったのは，花嫁に従ってやってきた直軍村の
娘達と，九十冬村の男性達であったが，その際に新郎側のうたい手のリー
ダーとなったのは，九十冬村の黄Mであった，という。
軍H，黄J，李Lの事例も李Iの事例と同様に，新郎側のうたい手は，
新郎の属するリニージの成員に限らず，九十冬村に居住する男性達から構
成されていた，という。
九十冬村では「花嫁は必ずうたい手をともなって来るので， 花嫁がや
って来ることがわかると，村中の男性は自発的に結婚式の場に集まって来
る。J，つまり新郎側のうたい手となるのは，新郎の属するリユージの成員
であるというより，その村の成員であることが必要であると考えられてい
るのである。
うたい掛ける者とうたい掛けられる者 9 
ところでこの 6例のうち，李Gと李Kの2例がうたの掛け合いを行って
いないが，李Kの事例の場合は「文化大革命」の余韻によるものと考えら
れるだろう。
さて 7 (李G)の事例であるが，これは時の政府の政策に左右されたも
のではない。
李Gは1945年に九十冬村の黄姓から妻を迎えた。この際彼の妻は嫁入り
道具を携え「陪娘Jも伴ってきたが，その宴では「同じ村の者同士ではう
たの掛け合いはしなし、」という理由から，うたの掛け合いはなかった，と
いう。
李Gの事例と同様に.1954年に同村内の李姓のリニージから妻を迎えた
陸斡鎮軍李村の軍N.あるいは1950年に同村内の軍姓のリエージから妻を
迎えた陸斡鎮草李村の王Oも.r同じ村の者同士ではうたの掛け合いはし
ない」という理由から，その結婚の宴ではうたの掛け合いはなかった，と
いう。
村の成員の聞で通婚した場合には，その結婚の儀礼のなかでうたの掛け
合いは行われないのである。
したがって雑姓村で村内婚を行う九十冬村の場合でも，結婚の儀礼にお
けるうたの掛け合いは，九十冬村と九十冬村が通婚する村で行われるが，
九十冬村の内部では行われないといえるだろう。
4 死者を弔う儀礼とそのうたの掛け合い
武鳴県東部に居住する壮族は，成人に達した者が死亡すると，死者を弔
う儀礼を行う。しかし全ての者が同じようにその儀礼を受けるのではなし
各人の死に様によってその儀礼はおよそ3段階に分類されている。いま仮
にそれを.i悪い死J.r普通の死J.i良い死Jとよんでおく。
「普通の死」 とは. i悪い死」あるいは「良い死」には相当しない死の
10 
ことを指している， r普通の死」では， 死者の息子が属する父系リニージ
の成員あるいはその「親戚」が集まり，死者を埋葬する。
「悪い死」とは，その死者が自分の屋敷内で死ぬことのできなかった死
のことを指している。これは屋外での不慮の事故による死を指すことが一
般的であるが， 入院先の病院で死亡した場合もこれに準ずる扱いを受け
る。このような「悪い死」の場合，通常の犠礼を行う前に，道教の宗教者
ibouxdauhJを招いて rcuengqcauq youzめ」と呼ばれる儀礼を行う。
「良い死」とは， (1) r正常死Jであること， (2)死者が60歳以上であ
ること， (3)死者の子供と孫が生存していること，といった条件を満たし
ているものをいう。「良い死」の条件を満たしている者は，.rbouxdauh J 
を招いて，道教の祭文をとなえてもらし、，さらにうたい手によって，うた
の掛け合いが行われる。
90歳で亡くなった彼の母のために，その儀礼を1982年に行った欝Cを例
にとって，その死者の儀礼とうたの掛け合いについて記述しよう。
4-1 単姓村の場合
1982年に翠村の聾Cの家で，羅波郷陸台村出身の彼の母が亡くなった。
母が亡くなるとすぐに，母の生家にその死を知らせたところ，母の弟が諌
Cの家を訪れその死体を検分し，その死因が婚家の虐待によるものではな
いことを確認した。そこで語Cは彼の母が「良い死」の条件を満たしてい
ることから，母を弔う儀礼でうたを掛け合いたいので，母の生家側のうた
い手をひとり用意するように母の弟に依頼した。さらに諌Cは羅披郷上黄
村に嫁いだ彼の妹に対して，喪主側つまり語家側のうたい手をひとり用意
するように依頼した。出棺の前日，謂村の諌姓リユージの「第l房」の成
員や，誇Cの母や妻の生家の者，彼の妹の嫁ぎ先の者が集まれうたの掛
け合いが始まった。うたの掛け合いは，語Cの母の弟が母の生家側のうた
うたい掛ける者とうたい掛けられる者 11 
い手として招いた陸台村の男性と，謹Cの妹が語家側のうたい手として招
いた上黄村の男性の聞で行われた，という。
さてこの母を弔う儀礼で語家から婚出した娘が語家側のうたい手を出す
ことについて，彼らは「母が死んだ後，母の衣服や母がその生家から持参
してきたものは，すべて娘のものになるので，娘はうたい手を用意しなけ
ればならなし、」と理由づけしている。つまり陸台村の母の生家からもたら
された母の持参財が，語村の母の嫁ぎ先から，上黄村に嫁いだ娘のところ
へ移動するのにつれて，この持参財が語家にもたらされた母の結婚という
儀礼の場で必要とされた，母の生家と語家の聞のうたの交換において諌家
の果たした役割も，語家から上黄村の娘の嫁ぎ先へ移動したので，母の死
去に際して母の生家と再び，うたの掛け合いを行う場合は，娘の嫁ぎ先が
母の嫁ぎ先に代わってその儀礼上の役割を果たすべきであると考えられて
いるのである。
ところで死者を弔う儀礼の際にうたい交わされる歌謡である 「二十四
孝」は，母に対する恩を述べたものであるが，ここで衆目を集めるのは，
母の生家側のうたい手が，母のなしてきた慈愛に対して，息子や娘あるい
はその家が如何につれなかったかを問いつめ正すのに対して，喪主側のう
たい手が，母の慈愛に彼らが如何に感謝し，またその気持ちをどのような
具体的な行為によって示したのかを即興でうたいあげることにある。従っ
て語家で行われたうたの掛け合いは，実際には諌Cの母の弟が招いた陸合
村のうたい手と，語Cの妹が招いた上黄村のうたい手の聞で行われたとし
ても，象徴上では語家と翠Cの母の生家の聞で行われたものだといえるだ
ろう。
一方この儀礼で母の生家側および喪主側のうたい手となった者は，草壁C
の母の生家や妹の嫁ぎ先の家の者ではなかった，とし、う。死者を弔う儀礼
でうたを掛け合う者は，死者の父系親族や「親戚」であってはいけないと
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考えられているのである。したがって各うたい手は，それぞれその死者の
生家のある村あるいは，その死者の娘の嫁ぎ先のある村の成員であるとい
う資格で，生家側および喪主側のうたい手となるのだと考えられる。
4-2 雑姓村の場合
死者を弔う儀礼でうたを掛け合うためには，前章で述べたようにいくつ
かの条件が必要であり，また時の政府の政策によって永らくうたの掛け合
いが禁止されていたこととあいまって，実際にその死者の儀礼でうたが掛
け合わされることは希であった。九十冬村でも久しく死者の儀礼でうたの
掛け合いは行っていない。 しかし彼らの語るところによれば， i九十冬村
で， 死者の儀礼を行う際には， 九十冬村の者はそのうたい手にはならな
い。Jのであった。 この九十冬村の慣習は， ある一面では，単姓村である
語村の場合と同じである。語村においても死者の儀礼で実際にうたを掛け
合うのは，語村外から嫁入りした母の生家のある村と語村外へ嫁入りした
娘の嫁ぎ先の村との聞であったからである。しかし九十冬村が雑姓村であ
り村内婚を行っていることから，九十冬村におけるうたの掛け合いが聾村
のそれと全く同じ形をとるのは，その母の生家と娘の嫁ぎ先が共に九十冬
村以外にある場合に限られるとも推測できるだろう。
事例1は九十冬村の李G家の婚姻関係を表したものである。この李G家
事例1 李G家の婚姻関係
ム=0 ム
| 陸斡鎮共済村
0=ム 0=ム
九十冬村李G 双橋郷伊嶺岩
(黄姓1)I 
0=ム込 0=ム
陸斡鎮草李村 陸斡鎮同和村
うたい掛ける者とうたい掛けられる者 13 
では九十冬村内の黄姓からその妻を迎え，李Gの娘は陸斡鎮同和村へ婚出
している。いま仮に李Gの妻が死者の儀礼を受けるにふさわしい資格を得
ているとしよう。うたは喪主側のうたい手である李Gの娘の嫁ぎ先である
同和村の村の者と，李Gの妻の生家側のうたい手である九十冬村の者で掛
け合えばよい。しかしこのうたの掛け合いは，象徴上は李Gの息子の村と
李Gの息子の母の生家のある村との間で行われるべきものである。李Gの
息子の母すなわち李Gの妻の生家は， 九十冬村内にあるので， r同じ村の
者同土はうたの掛け合いをしなしっという規範によって，李Gの妻はその
子供達および彼女の生家からは， うたの掛け合いを送られることはないと
考えられるだろう。
事例 2 李H家の婚姻関係
ム=占よ
| 馬頭郷全曽村
()=ムの=ム
陸斡鎮慮内村|李H - 九十各村
「一一一--， (黄姓)
0=ム斗 0=ム
陸斡鎮六合村 九十冬村
(黄姓)
事例2は九十冬村の李H家の婚姻関係を表したものである。この李H家
では，李Hの娘と妹が九十冬村の黄姓に嫁いでいる。いま仮に李Hの母が
死者の儀礼を受けるにふさわしい資格を得て，その儀礼の場でうたを掛け
合うとしよう。李Hの母の生家側のうたい手には，母の生家のある馬頭郷
全曾村の者があたり，喪主側のうたい手には，妹の嫁ぎ先の村の者が当た
らねばならない。
ところが李Hの妹は九十冬村内の黄姓に嫁いでいるので，喪主側のうた
い手に九十冬村の者があたらなければならなくなってしまう。九十冬村は
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李姓と黄姓の2姓のリニージで構成されている村であるが，喪主の父系親
族およびその拡大されたカテゴリーである父系のリニージの成員は，喪主
側のうたい手となることはできないので，喪主側のうたい手となることが
出来るのは，李日の妹の嫁いだ黄家以外の黄姓の者である。
一方黄姓は九十冬村に移住してきた当初から李姓と通婚していた，と伝
承しており，今もなお両姓は頻繁に婚姻関係を結んでいるから，李Hの母
とどこかで「親戚」関係にある可能性が高い。さらに黄姓の者は，同村内
に長年定住していた李Hの母とは親しいと考えられる。
九十冬村もさきに挙げた諌村の場合と同様に死者と「親戚」関係にある
もの，あるいは死者の知己である者はその死者の儀礼でうたを掛け合うこ
とはできないと見なされているので，黄姓の者は喪主側のうたい手となる
ことはできない。
このように象徴上はその死者の儀礼でうたを掛け合うことが可能である
のに，娘の嫁ぎ先がその母の嫁ぎ先と同村であるために，実際上にはうた
の掛け合いを行うことができない場合には，村外からそのうたい手を招く，
とし、う。
村内で行われる死者を弔う儀礼において九十冬村が単姓村で村外婚を行
う諌村に等しいうたの掛け合いのあり方をとる場合でも，雑姓村で村内婚
を行う九十冬村固有のうたの掛け合いのあり方をとる場合でも，九十冬村
の人々はそのうたい手とはならない， と考えられるだろう。彼らのいう
「九十冬村で，死者の儀礼を行う際には，九十冬村の者はそのうたい手に
はならない。Jとは，この両者について語った言葉なのである。
5 おわりに
前章までに結婚および死者を弔う儀礼の場での歌の掛け合いを取り上げ，
それぞれに単姓村と雑姓村の場合を例に挙げて，彼らの，うたう/うたわ
うたい掛ける者とうたい掛けられる者 15 
ない，という選択の仕方を叙述してきたが，彼らにその選択をさせたのは，
時の政府の政策によるものを除くと，次の様な規範であった。
1.外婚単位である父系リエージの内部では， その成員聞で歌の掛け合
いはしない。
2.村の成員間では，歌の掛け合いはしなし、。
これらの規範は，彼らがある成員権を共通とする者の聞ではうたを掛け
合うことはないと考えていることを示している。
さらに死者を弔う儀礼における歌の掛け合いでは，次の規範にも従って
し、る。
3.死者と「親戚」関係にある者は，うたの掛け合いに参加できない。
4.死者の知己である者は，うたの掛け合いに参加できない。
壮族社会において i親戚」関係にある」 ことは時には父系の親族であ
ること以上の役割を果たす。武鳴県東部でもi親戚」関係にある」者同士
は比較的強い共同体意識を互いに持っている。
したがってこの規範は，親密な共同体意識を共有する者の聞ではうたを
掛け合うべきではない，と彼らが考えていることを示している。
ところで1と2の規範を導く村およびリニージの成員権は，個人に属す
るものであるよりも家に付与されたものであると考えられるのに対して，
3と4の規範を導く i親戚」関係にある」あるいは「知己である」 とし、
った関係は，個人に与えられるものであると考えられる。
彼らがうたを掛け合う相手とは，結婚の儀礼における場合には，儀礼を
迎える「家Jが持つ共同体意識を共有しない人であり，死者を弔う儀礼で
は，それに加えて儀礼を迎える「個人」が持つ共同体意識を共有しない人
だといえるだろう。
しかしまた一面で，これらの儀礼でうたを掛け合う相手というのは，彼
らの通婚対象となる村の人間でもある。
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以上の事柄を要約7ると，彼らがその結婚および死者を弔う儀礼で用い
るI"guh(うたう)Jという言語表現は，通婚は可能であるけれども未だ親
密な共同体意識を持つにいたらない人々の間で用いられるものであるとい
えよう。
そして彼らのこうした意識は， I"guh (うたう)Jという言語表現を使う
いまひとつの儀礼である「歌撞」においても， 1"村」 という範囲こそ伝統
的村落から「歌壇Jをともに行う祭記村落へと移動はするが，見られるの
である。
注
1) 壮族は言語的には漢蔵語系壮伺語族壮僚語支に属している。人口は1982年
度で，約13.380.000人。全人口の90%が広西壮族自治区に居住し， その他
の主な居住地には，雲南省，広東省，貴州、|省等がある。壮族は古代の「越
族」の末奇ではないかと考えられている。
2) 壮語の表記及び韻表記は ~SAWLOIH CUENGH GUN壮漢調医』を参
考にした。なお武鳴県は1955年に制定された「壮文J(アルファベット表記
の壮語の書き言葉)の標準音地域に指定されている。
3) 1"歌壇Jの「歌Jは，日本語でいっところの「歌」とほぼ同義である。従
って声に節をつけて歌う言葉とし、う意味の他に，その壮会の伝統的な詩型
による詩歌をも指している。「按」は， 中国嶺南地方でみられる小規模な
村落の市のことを指す。「歌撞Jは市のように多くの人が集いうたをうた
うありさま，を表す言葉である。「歌壇」は春もしくは秋に行われている。
春期の「歌撞」は春節から旧暦の四月にかけて，秋期の「歌壇」は仲秋の
前後に行われることが多いが，春と秋に重ねて行う地域もある。またそれ
ぞれの「歌撞」は「歌櫨」を行うおよその日取りと場所を伝承しており，
その場所と日取りを替えることは滅多になし、。
4) 父系親族以外の親族的関係者を示すフォークターム。母方親族，父系婚出
女性の嫁ぎ先およびその子孫を指す。
5) 1"大躍進」政策の失敗，ソ連との関係悪化や自然災害によって， 1959年か
ら1961年にかけて，中国の経済は大きな打撃をうけた。
6) 1979年4月に国家民族事務委員会，文化部および中国民間文芸研究会によ
って，全国少数民族民間歌手，民間詩人座談会が北京で開かれ，その席上
うたい掛ける者とうたい掛けられる者 17 
「文化大革命」によって迫害された民間歌手と民間詩人の名誉の回復が行
われた。
7) 1984年広西壮族自治区政府の主催で，壮族の伝統的なうた掛けの祭である
「三月三」が，南寧市で開催された。その後「三月三」は， 1986年， 87年
には武鳴県の中心地である城廟鎮で開催され，その際には武鳴県東部の人
々も多数参加した。この祭はその後も開催地を変えて毎年開かれている。
8) 父系リニージのうち，その居住の分布が家落の範囲に合致するものを「地
域リニージ」とよび，そうした「地域リニージ」がし、くつか結びついたも
のを「上位リニージ」と，ここではよぶ。
9) 祭文をとなえながら死体を，火にかけた鍋の上を通過させる儀礼。
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